


































































もたちにどう伝えるか?J というテーマで，また， 2002年度 7月には，三重県大山田中学校教諭の
松村智広さんをお招きして， rムラで、生まれ育った教師が語る同和教育Jというテーマで，そして，
同年 12月には部落解放同盟宗像地区協議会書記長・永嶋政勝さんをお招きして， r同和問題は終わ
ったとお?一宗像地区における差別事象の実状から-Jのテーマで、講演と差別事象の報告をしてい
ただきました。どの講演も 250人収容の大教室がいっぱいになる盛況ぶりで，たいへん熱気あふれ
る人権問題講演会になりました。
また，これからの大学のもう一つの課題として「国際交流Jということがあると思います。私が
福岡に来てよかったなと思うことの一つに韓国が近いということがあります。福岡空港から釜山ま
では 40分，また海の交通路では博多港から釜山港まで3時間で行ける高速艇が出ています。そのた
めこちらに来て韓国に行く機会が増えました。
福岡教育大学は釜山教育大学と交流協定を結んでいます。これまでも地道な交流が続けられてき
ましたが，福教大は，今後この交流をより発展させていきたいと考えています。その一環として私
も4月28日から 30日にかけて， r日韓におけるいじめ・不登校問題の実状と教育支援」というテー
マのシンポジウムに参加し，日本の現状そして福岡市内の学校における支援の実状について報告を
しました。今後， 6月には教科教育の，そして9月には f障害児J教育の交流が予定されています。
そして， 11月には，釜山教育大の先生や学生を招いての「国際交流セミナーJの実施を予定してい
ます。10日間ほどの時間をかけ，両校の教員と学生による密度の濃い交流が期待されています。
ーと，いろいろなプロジェクトがあり忙しい毎日ですが，どれもやりがいのある事業なので張
り合いがあります。くり返しになりますが，これからの大学は f地域連携・貢献Jと「国際交流J
が大きな課題であるとおもいます。これらの課題の面で，役に立つ仕事がで、きればいいなと考えて
います。
九州はお酒がおいしいです。九州の酒文化はやはり焼酎文化です。酒屋さんに行くと，たくさん
の銘柄の焼酎がならんでいます。しかし，それにくらべて，ならべられている日本酒の銘柄は少な
いです。おいしい焼酎がたくさんあります。みなさんもよろしければ福岡にお越しを。おいしいお
酒と， そして自然と情け豊かな福岡へ。
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